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次世代ITを活用した未来型教育の研究について

福島県立福島工業高等学校

IT活用研究開発委員会　長谷川幸子

本校は，福島市の中心部に位置し，機械科

（３クラス），建築科（１），工業化学科（１），

情報電子科（１），電気科（２）の５科各学

年８クラス，生徒数９３８名で創立５３年の工業

高校である。現在生徒用PC１１７台，教師用５１

台を備えている。

本校は，平成１３年度に「次世代ITを活用し

た未来型教育の研究」の指定を受けた。本研

究は，『教育の情報化』を図ることを目的と

して平成１１年度から５年計画で進められてい

る「学校インターネット事業」の一環で，平

成１３年度より「学校インターネット３」とし

て，全国１５４０校を対象として行われているも

のである。このプロジェクトは，全ての学校

のあらゆる授業でコンピュータを活用するた

め，地域の教育センターを拠点に全国の学校

を高速インターネットに接続し，教育方法等

の研究開発を行うとともに映像のマルチキャ

スト等情報配信技術に関する研究開発を行う

ことを目的としている。

本校では，この研究の指定を受け，本校の

目標を設定し，その設備の充実と，教職員の

研修，各教科でのIT活用授業を進めている。

本研究は，次年度が完成予定年度となってお

り，研究の途中ではあるが，今までの研究の

経緯と概要等を報告したい。

１.はじめに

（１）研究テーマ（福島県研究校共通）

『子供たちが興味関心を持って主体的に参加

する学習のためのIT活用の研究』

具体的には，高速ネットワーク利用環境を

活用した教育実践と事例の蓄積に重点を置

き，わかりやすい授業のためのIT活用のあり

方や支援する体制のあり方を研究する。

（２）研究計画

１３年度…「IT環境を整備しその運用の在り

方を探る」

・計画の立案と教職員の意思形成

・IT環境の整備

・教職員の研修

・試験的IT活用授業の研究

１４年度…「授業や学校生活へのIT活用を研

究し，その有効性と問題点を探る」

・IT活用授業・行事等の研究

・校内LAN活用の在り方の研究

・テレビ会議システムの活用の研究

・教職員の研修

１５年度…「ITを活用した未来型教育を学校

全体に押し広げ，研究のまとめをする」

・IT活用教育の研究の完成とまとめ

（３）経過

〈Ｈ１３年度〉

○ IT委員会の編成と役割

研究指定を受け，Ｈ１３年６月IT活用研究開

発委員会を設置。インフラ班，研究班，ガイ

ドライン班を置いて研究の推進に努めた。

○ パソコンの導入と教室配置

１２年度末に，「うつくしま教育ネットワー

ク事業」により３０台のパソコンが導入された。

しかし，教室への配置については管理面の問

題から反対意見が多く，当初パソコン室に置

いて一括管理を行っていた。２学期に県内２

校を見学，他校の状況などを調査し，話し合
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いを持ちながら試験的に１２月から希望するク

ラスへの導入を実施し，特に問題がなかった

ことから，１４年４月より全クラスに設置した。

○ インフラ面の整備の経緯

Ｈ１２.２月　 LANケーブル工事開始

Ｈ１３.３.７ コンピュータ搬入（３０台）

Ｈ１３.３.２８ 校内ＬＡＮシステムの納入及び検査

（実習室に一括して設置）

Ｈ１３.４　　液晶プロジェクター配置

Ｈ１３.８.３　学校インターネット３機搬入・設置

Ｈ１３.８.２８～９.１９ 光回線工事

Ｈ１３.９.２５ ルータ設置・試験

Ｈ１３.９.２０ ウィルスによる障害発生と対策

Ｈ１３.１２.７　専用線（光）で教育センターと接続

Ｈ１３.１２ 希望する教室へコンピュータの配置

Ｈ１４.１　　ウィルスソフトをインストール

○ 教職員の校内研修

１３年度は土曜日を研修日と定め，時間の確

保に務めた。研修係を中心にテキストを作成

しながら講師を務め，教職員のスキルアップ

のためのパソコン講習会を多く実施した。

○ 公式ホームページのアップロード

非公式であった学校ホームページを，「ホ

ームページ公開に関する規定」を作成し，係

分担を明確化し内容を充実させ，平成１４年１

月に公式にアップロードした。その後，随時

更新に務めている。

〈Ｈ１４年度〉

研究２年目は授業へのIT活用研究に主眼を

置き，各教科でのIT活用の研究実践を目指し
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た。また，公開ホームページに加え校内ホー

ムページも開設し，「保健便り」を載せている。

環境面では，４月に各教室にクライアント

機を移動し，授業や休憩時間，放課後にコン

ピュータが使用できるようになった。５月に

はノートパソコン３台，無線LANアクセスポ

イント１台，無線LANPCカード３枚，CCD

カメラ２台等が追加納入された。８月には情

報処理室のコンピュータが更新され，既存の

校内LANに接続されて，ますます校内LANを

使う環境が整備された。現在校内LANは進路

情報の処理や求人情報をインターネットで閲

覧するのになくてはならなくなっている。

校内LANが整備され，コンピュータを活用

し仕事がスピーディーになってきたが，それ

に伴い，外部からの不正アクセス，コンピュ

ータウィルスの問題が発生する。ウィルスに

ついては，対策ソフトを使用することにより

防御することができる。不正アクセスについ

ては，県教育センターでファイヤーウォール

などの対策を講じているが，完璧ではない。

本校では，外部から独立したLANを使用す

ることを検討中である。公務処理のみに使用

するのであれば，外部から独立していても問

題はないが，設備の面で費用がかかるなどの

問題がある。設備としては，ケーブル，スイ

ッチングハブ，切り替えスィッチ等であるが，

その工事費の中で，人件費が約半分を占めて

いる。セキュリティーを完璧に確保するため

には，今のところこの方法しかないので，計

画を立てながら，公務処理のための独立回線

設置を進めているところである。

情報機器の利用に際しては，事前にHRで

ガイダンスを行い「パソコン使用の留意点」を

４.情報モラルの指導

３.セキュリティーの確保

指導している。その他各科の情報技術基礎等

の時間にネチケットの指導をしている。内容

については各科に一任しており，まだ統一し

た指導は行われてない。今後，指導内容の検討

とテキスト等の作成，共通理解が必要である。

〈指導例・情報電子科〉

・所有権・著作権について

・道徳心から考えた行為の是非

・情報モラルやネチケットについて具体例で

の問い

現在，本校ではメールを含めた個人アカウ

ントは配布していないため特にトラブルは発

生していない。しかし，今後学校を離れて使

用することを考えると，教育現場できちんと

した情報モラルの指導が必要である。

平成１４年度から，授業へのIT活用を目指し，

５.IT活用授業の推進
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次のように目標を設定した。

・今年度中に各教科で，１回以上，IT活用授業

を行う（研究授業（公開授業））

・各教科ごとに実施計画書，報告書を提出す

る（指導案，反省事項）

○ 普通教科におけるIT活用の例

［理科（化学IA）］…２学期よりPowerPoint

で教材を作成し活用している。HPの利用，

教材提示カメラでの教材の提示。教室では，

パソコン係にプロジェクターの準備をさせ，

ノートは授業に合わせたプリントを作成して

書き込み形式で取らせている。２月から生徒

のインターネットを活用した調べ学習と

PowerPointによる発表を予定。

○ 工業科におけるIT活用の例…主に３年生

の課題研究における，各種調査でのインター

ネットの活用，プレゼンテーションによる発

表に活用している。

大学付属養護学校との間で試験を行いシステ

ムは特に問題もなく動作している。本校での

TV会議システムはまだ始まったばかりで，こ

れらのシステムを授業や生徒の活動の中でど

のように活用していくかが今後の課題である。

今年度は，多くの行事等が重なり，職員研

修やテレビ会議システムの活用研究が計画通

りに進まなかった。しかし，IT活用授業の研

究は，それぞれの教科で進められた。次年度

さらに研究を進め，全ての教科の授業で取り

組みたいと考えている。さらに，普段の学校

生活や行事，放課後の活動にもIT活用が図れ

るか，今後の研究課題である。

○環境面の整備の更なる充実を図りたい

移動式電子黒板，ブラインド（教室）等

○普通教科での探求学習的IT活用授業を行

う場合の時間的負担

専門教科のパソコン学習と組み合わせる

など連携を図りたい。

○学校一丸となった協力体制の必要性

教師によりITの認識が異なるため研究が

全体に浸透しにくい。

システムが高度になるに従い，それがダウ

ンしたときの影響が大きい。そのような状況

を想定した対応策も考えておく必要があるだ

ろう。

また，教育のIT化は，生徒にわかりやすい

授業，生徒が主体となった「自らの生きる力」

を養う教育の可能性をはらんでいるが，ITが

オールマイティーではない。ノートの要らな

い授業が生徒の思考力を低下させることもあ

る。手先の目新しさにのみ押し流されていく

のでなく，直接生徒と向き合い，熱意のある

教師の取り組みが，いつの時代も最も大切で

あることに変わりはない。

７.今後の課題と展望
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〈テレビ会議システムの構成〉

・PCS‐１６００（SONY製TV会議システム）

このシステムの特徴は，LAN環境において，

対向２地点で映像と音声の双方向通信が可能

なCCDカメラおよびCODEC一体型のテレビ

会議装置である。

・CU‐SeeMeのビデオ会議ソフトウェア

・asmec社製 i‐cum USB CCD Color Camera

これらを利用しTV会議を行い，マルチメ

ディアボード（リコー社製MEDIASITE MB‐

７０X画面サイズ６９.３インチ）に表示している。

昨年の７月に県教育センター，９月に福島

６.テレビ会議システムについて


